
珂尋軋  

生 活 科 へ の 期 待  

可二．軒  ）ノ」〔古人′‥7‥′羊軋敢存牛部教接  溝 上  泰  

√▲どもはそれをしまい込んでおきたいと思う  

けど、一方、友だちや尤隼に見てもらいたい  

という気持ちがはたらく。例えば、ナビもが   

見付けたザリガニへの愛着は深い。自分の友   

達か分身のようにかわいがり、「ペコ」ちゃ   

んと呼ぶ、〕「ペコ」ちゃんがいかに大きく強   

いかということを友達に打慢するのである。  

このように／一どもは甘分とのかかわりで、   

対象を取り込んでいく。そこにはL十分と対象  

との区別は見られない「   

社会や自然から学びとる  

【′りナが種を播き、観な夕な水やりを欠かさ   

なかった「へちま」や「ひまわり」がいつの   

まにか自分の廿丈を越えて－1－占く育ち人きな実   

や花をつけた。子どもは帥物のすばやい成長   

に驚異の臼で見張る。  

近所の情のおばさんにもらった「おまけ」   

や魚やさんの呼び声、他の陳列等に触れ、了一  

どもは情の人の心や客へのサービスという′†二   

活のうえでの「よさ」に気付いていく。  

このようにみてくると、牛前科は了一どもの   

隼活に密着した教科であるといえる。  

了▲どもは自分を取り巻  

く人的、物的環境との粧江作用を通じて成長  

していく。／卜活科はこうした」’・どもの成長を  

教育「机二∫■．’7iめることを目指す教科として誕牛  

した、。′h璃利一を美践し子どもの育成を図るた  

めにはどんな∴1り二留意したらよいだろうか。  

学習意欲を高める   

新1年牛はもちろんのこと低学年のイーども  

はみな新鮮な驚きをもってr’7二校生清を楽しん  

でいる。先隼に話しかけたり、友達に触れた  

り、連動場を思い切り走りIulったり、とにか  

く白分を発散させ身をもって対象にぶつかっ  

ていく 。そして、新しいものをどしどし取り  

入れている。このように子どもは本来f石動的  

であり体験することを好むものであるしノ侶■†  

科では子どもの特性を／Lかし、十どもの月別二  

「党兄マン」としての人きなバッチをイ、J－け、  

学校や身近な地域に放牧させてみよう。  

人びとや動植物とお友だちになる   

イーどもにとって独占したいもの、秘杏にし  

たいものがある。それは子どもが【ノ1分の手や  

足、日、耳、鼻を適して見付けた宝物であるで  

編集・発子」ノ止二鳥市散布センター 〒7：う2†ヱ∴島巾東区′ト田新町・J▲目17番l1J ℡（082）22：ト：う5（うこう   



第二う4号 、ド成2年6月 （5）  正二 島 市 教 育 セ ン タ ー 所 報  

学習指導のポイント   

ー理科の学習指導を通して→  

広島市教育センター指導主事   越 智 文 嗣   

〔実験1〕   

たいこをたたいて音  

を出し、たいこの鼓面  

や手に持った祇や下じ  

きのようすを見る。ま  

た、音の強さを変えて  

見る。  

〔実験2〕   

ろうそくをたくさん  

用意して、たいこをた  

たいた時の炎のふるえ  

を見る。また、音の強  

さが変わると炎のふる  

子どもの生き生きとした学習活動を創りだ  

す授業は、どのように考え展開すればよいで  

しょうか。今回は、理科の学習指導を適して  

そのポイントを考えてみることにしましょう。  

理科の学習を成立させるには   

理科の授業を成立させるためには、図1の  

「理科の学習構造」に示すように、児童が自  

然の事物・現象に働きかけ、きまりを見つけ  

出すためにどのような指導をしていけばよい  

かを考えて、教材研究をすることが大切です。  

藍感官  

えプJ▲は、どう変わるか  

見る。   

この実験・観察により、児童は、たいこの  

鼓面が震えて音が出ており、それは、空気を  

仁わり、手に持った紙や下じきのところまで  

伝わってきていること、また、強い音では、  

たいこの鼓面、紙や‾Fじき、炎の震える幅が  

人きいことを理解します。   

この授業では、  

①観察・実験を通して自然を調べる能力  

と態度を育てるために  

②音の伝わり方と音の強さを  

③児童自身の目や耳を通して   

学ばせることにより、児童が意欲的に学習  

活動を進めながら臼黙認識を深めていきます。   

一般に、学習は、外部からの刺激とその刺  

激を受け人れるところから始まります。授業  

では、学習目標を効果的に達成する刺激を与  

える学習環境をつくるため、教師は、教材研  

究に努めるとともに、児童が五感をより多く  

働かせて活動する授業を創造することが人切  

であると考えます。   

図1 理科の学習構造  

言い換えるならば、授業は、  

〔D何のために  

〔至沖Jを   

③どのように  

敢えていくかということが明確にされなけれ  

ば、児童の生き生きとした意欲的な学習活動  

は期待できません。  

自然認識を深めていくための観察・実験   
′ト学校学習指導要領理科第5学年には「音  

は、空気、水などを伝わり、広がっていくこ  

と」「音の強さは、物の震える幅によって変  

わること」という内容があります。この内容  

を実験や観察を適して調べる授業について考  

えてみましょう。まず、「空気中での古の伝  

わり方を調べてみよう」と児童に投げかけま  

す。次の段階では、音の伝わり方を調べる手  

だてとして、例えば、実験1、2にホすよう  

な実験方法を児童と共に考えます。  



広．1∴1廿r 勲二 百 セ ン タ ー 所 報  第：う4）J・、】（成2年（う月  －：く〉  

単元の大きさ   

年l～りのFiう．元数は、第1学年では7、第2ギ：  

牛では8～～）が 一応のめやすであろうし、1iij＿  

元あたりの托業時数が10数時1Fりということを  

考慮すると、生清風・ではあまり小刻みに中元  

を構成しないノJ▲がよいごつii武子f錯言リミしたり、失  

敗から学べるようなゆとりのある中元構成が  

望まれる。また、10致帖l吊という1ミい期間に  

も耐えられるような清一勅を収り人れる必要が  

ある。  

単元の展開計画   

十どもたちが生き吐きとサぶ竹浦科にする  

ために、甲▲元の展開計画では次のような「夫  

が求められる。  

一地域に根ざした活動一一   

生活科は、了一どもの日常の隼清匝lを学習の  

場とする。したがって、地域に即することな  

くして、牛活科の屁閲はできないといえる′J  

地域は教材の王庫である。「牛清科マップ」  

や「牛清科暦」をもとに地域素材の教材化に  

努め、その学校でしかできない活動を構想す  

ることにより、生き∠1二きと′‥7：ぶ隼i■1糾がr■」‘能  

となる。  

子どもがやってみたいと思う活動から   

単元の最初の捕勅は、十どもがやってみた  

いと想うものを設にするとよいし、たとえば、   

次のような溝動である。  

子どもの疑問を引き出す活動から一   

単元の最初のfl†動は、イーどもの興味や「牲L、  

をリlくものに加えて、イ・どもの疑mを人切に  

したものを設定するとよいJたとえば、次の  

ようなものである〔J  

■  ・1  ・  
事jノLC／）f†之初の‖†軋  

ヒひ∴ニト深頼柏  

ほくJノ〝川し卑をり、けよう  

わ／二しの叫左調へよう  

fJくソ）㌔きり与・ノよう   

／卜い  壬こl材を様様Lよう  
扶出十lく．す莱椎をしよう  

ノトを兄／」け亡二＝かけよう  

さ／」ょし、もはとうな一〕てい  

る／ノ）ノノ  

子どもの意識の流れに沿った活動構成を   

滴動や体験を過して乍ぶという生f■†何の特  

色が隼きるためには、細切れでつながりのな  

い活動であってはならない「，一つの清動が次  

の清動への意識付けとな／ノて無押なくつなが  

り、しかも情動がlユこがり深まっていくように  

することが人切である〔Jその例をホしてみる。   

第2学年 単元「〔〕〔〕の町を探検しよう」  

旬友達の家をさがそう   

「ノ2ノ探検隊をつくろう   

（ノ：う）探検l塚州発だ  

凍探検地図をつくろう  

凍探検髄表会を開こう  

多様な表現活動を   

隼清科では、たた利こ活動が楽しいとか、  

丁・どもが牛き牛きとしていたという段胴引二と  

どまっていてはならない。活動を適して分か  

ったり、気付いたりすることが求められてい  

る。このため中元の中に表現ラー†動が設定され  

ることになるが、その際には坪．元の目標に心  

じて多様な衣現活動を設にする必要がある。  

単元の中′いこは総合的な活動を   

車元の中心には総合的な溝動を設定すると  

よいし〕たとえば、「了一ども水族飾を作ろう」  

では、招待状もいるし、切符もポスターもい  

る′」某l刃係もいるだろう。そこには、多様な  

活動や体験があり、総合的な学習へと発展し  

ていく叶能什がある。このような総合的なぜ■1・  

動であれば、子どもたちは、次々とf■†動を展  

開していくに違いないし〕そして、結果的に単  

元のねらいが達成されることになる。   

～戸  ル  γ■  甘心川1ユ初の1■r■勅  

±こ叶で飽‖∵  

、；J‘校〆）ぐりをしよう   

）r〕1さ針で遊ほう  

ノ7’校探検をLよう  

心皇［†1ノ）う  ‘rイ1．りJぅも㌧ヤラントを聞二う  

′トき物を肯てよう  

遊ぶものを作ろう  
うさぎさんとなかよし【∴なノ「）  

片の11r‖遊びをしよう   

r一どもは、し′」分がやってみたいという願い  

をもって取り組んだその清動を実規するため  

に、対象への働きかけの什リノ▲や、友達との協  

力の†上ソJ▲をいろいろ二l二大するものである。こ  

うして子どもは、自分にできると考えた事柄  

を実際に試してみるし、また、友達とのかか  

わり‘ノ」‘をさらに学んでいくことになる。その  

結果、願いを達成したときに味わう喜びはき  

わめて大きいものとなる。  



（4）  広 島 市 教 育 セ ン タ ー 所 報  第34号 平成2年（iノ］  

教育環境と教師の役割  

「主体的な遊びを育てる環境に関する研究」から   

広島市〕ンニ矢野幼稚園長  佐々木 尚 美   

子どもの姿   

子どもについて感じていることを調香した  

ものが表2である。これによると最近のイーど  

もには「困難に＋ち向かっていくカヤ耐える  

力、根気」「物を大切にする気持ち」「協調性  

や社会件」などのうすれを感じ、その主な要  

因をたずねると「物の豊かさ」「生柄環境の  

変化」をあげている。また、最近のイ・どもの  

特長ともいえる「知識が豊富」「リズム感が  

よい」「自己主張ができる」などが優れた面  

として捉えられている。  

表2 最近の子どもの姿   
0 うすれてきていると思われること（川川選択）   （％）  

生きるための基礎となる力を育てるために  

は、子どもが主体的にかかわり、発達に必要  

な体験を得るような教育環境をつくり出すこ  

とが重要である。そのためには、教師は子ど  

もの生活する姿を明確に捉え、その発達を促  

すためのよりよい教育環境を創意丁夫するこ  

とが人切である。   

そこで、教師の了一どもの育ちへの願いや教  

師から見た子どもの姿を調査し、教育環境を  

構成していくうえでの教師の役割を考察して  

みた。  

子どもの育ちへの厭い   

教師がもつ／一どもの育ちへの願いについて  

は、表1にホすとおりである。全体的には、  

特に「思いやりがあり、やさしい了一」への願  

いが強い。教師の経験年数別にみると、A群  

（経験年数0～10年）は、「進んで遊びや情動  

に収り組む子」「表情が豊かで表現力のある  

了・」など主体作や心豊かな表現力を願い、B  

群（経験年数10年以上）は、「友達と元矢に  

遊ぶ」「健康で明るく活発な子」「根気強くが  

んばりのある子」など心や体のたくましさへ  

どがうすれてきている   ニ梨）．8  

L：与）F‘l」中心で独占欲が強く、協調什や社会什がう  29．5  すれてきている   し主困難に立ち向かってい〈カヤ耐える力、根気な      、2ノ 物を人切にしたり扱ったりする1J守ちがうすれ  ：う8．6 川  てきている  
0 憧れていると思われること（口山．止述）  

（丈′ト艶を磋えるのがワ、い、物知り）   ニー∫1∴う  

才l⊥】分の思っていることをはノ〕きり表現できる   、l 加減か豊富てある      L2二リスーム感がよい  1l．1  （亡■＝」奴感である、歌をよく知っている）    10．7  
N＝88名  

教師の役割   

調査結果の背景には、生活環境の変化によ  

る千どもの一受身的・消極的な生活態度や対人  

関係の希薄さがうかがえる。環境を通してイf  

うことを基本とする幼稚園教育においては、  

今日のこうした子どもの特長を捉えながら、  

環境を構成する教師の役割として次のことを  

大切にしなければならない。  

① 子どもを温かく見守ることにより教師と   

の信頼関係を育て、その支えにより友達と   

のかかわりを広げ、深める。  

（a 了一どもの興味や関心に基づいた主体的な   

創造f舌動、すなわち主体的な遊びを育てる   

場を確保し、充実感や満足感を体験させる。  

（前は烏市教育センター指導主事）   

の願いが強いことが捉えられた。  

表1 子どもの育ちへの靡い  

選 別 碑 しj（2項臼選択）   A群  B群   

（首．〕健康で明るく、活発な了   18．4  23．1   

②思いやりがあり、やさしい子   71．4  5（う．」   

（：jノ友だちと元気に遊バこ千   2（ト4  28．2   

し4J自分のことはH分でできる十   ホ．2  15．4   

㊦進んで遊びや活動に取り組む千   24．5  15∴l   

し（う、、去直で従順なナ   乙0  け（）   

7ノ根気強く、がんばりのある子   16．3  2ニー，1   

虜）誰からも好かれ、f一どもらLい十  6′1  20．5   

頒二）表情が豊かで、表規ノ」のある千   22．5  17．9   

（妙その他、無回答   10．2  0．0   

N＝A群（経験年数0→10年）仙字，、B群（経験年数11年以上）朋名  



第34号 平成2年6月 （5）  広 島 市 教 育 セ ン タ ー 所 報  

学習指導のポイント   

ー理科の学習指導を通して－  

広島市教＃センター指導主事  越   

〔実験1〕   

たいこをたたいて音  

を出し、たいこの鼓面  

や手に持った紙や下じ  

きのようすを見る。ま  

た、音の強さを変えて  

見る。  

〔実験2〕   

ろうそくをたくさん  

用意して、たいこをた  

たいた時の炎のふるえ  

を見る。また、音の強  

さが変わると炎のふる  

子どもの生き生きとした学習活動を創りだ  

す投業は、どのように考え展開すればよいで  

しょうか。今回は、理科の学習指導を通して  

そのポイントを考えてみることにしましょう。  

理科の学習を成立させるには   

理科の授業を成立させるためには、図1の  

「理科の学習構造」に示すように、児童が自  

然の事物・現象に働きかけ、きまりを見つけ  

出すためにどのような指導をしていけばよい  

かを考えて、教材研究をすることが大切です。  

軒
幽
駈
 
 

え方は、どう変わるか  

見る。   

この実験・観察により、児童は、たいこの  

鼓面が震えて音が出ており、それは、空気を  

仁わi）、手に持った紙や下じきのところまで  

伝わってきていること、また、強い昔では、  

たいこの鼓面、紙や下じき、炎の震える幅が  

大きいことを坪解します。   

この授業では、   

①観察・実験を通して自然を調べる能力  

と態度を育てるために  

受盾の伝わり方と音の強さを  

③児童白身の目や耳を通して   

学ばせることにより、児童が意欲的に学習  

活動を進めながら自然認識を深めてい きます。   

一般に、学習は、外部からの刺激とその刺  

激を受け入れるところから始まります。授業  

では、学習目標を効果的に達成する刺激を与  

える学習環境をつくるため、教師は、教材研  

究に努めるとともに、兄貴が五感をより多く  

働かせて活動する授業を創造することが大切  

であると考えます。   

図1 理科の学習構造  

言い換えるならば、授業は、  

〔D何のために   

②何を   

③どのように  

数えていくかということが明確にされなけれ  

ば、児童の生き生きとした意欲的な学習活動  

は期待できません。  

自然認識を深めていくための観察・実験   
′卜学校学習指導要領理科第5学年には「音  

は、空気、水などを伝わり．広がっていくこ  

と」「音の強さは、物の震える幅によって変  

わること」という内容があります。このl斗呑  

を実験や観察を通して調べる授業について考  

えてみましょう。まず、「空気中での音の伝  

わり方を調べてみよう」と児章に投げかけま  

す。次の段階では、音の伝わり方を調べる手  

だてとして、例えば、実験1、2に示すよう  

な実験方法を児童と共に考えます。  
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教育セ ンタ ーひろば   

部  事業等     職 名∈氏 名  担 当 業 務  

巾  

管  恒   
掩  J小一11ナ  明   所用絵描    ご欠    上主  川 路 j通 リユ  丹i掩1■て＝理・組子」‘ 部l畑紅打、 施．i是。甘備の緋¶∴†・理      l   什  川 野 ヂ 汀†  理   、′仁王  l  li  保 本Il】H  公印、給㌧、文．牛処理、    理≠ト．∫i 司、士     牌理ぺう二 朋呈て；和 

′之＝梢、決月、経理等  
u  

【   

社会教育  

ノ、  

凹   

教肯帖針目リ†※＝†  声教育月．；：ii  

教†川ト．失＝‥川 fl 腑 教了川l謹   

川掴トト†h＝■J】†…ェrr川結〃1  

外lり‖J‡沌‖J「）畑  

州 ノこ pノ′  指 やト  

研 修  

育辛 部  教骨 ＝ト  指導巨中松 浦 克 行 教否】二一字、視聴宣教需    指導い畑財け仲 川七l詰H・   l判整 係備  指導主 事  Ll√ M■ 用［眉＝＝洋上 ㍉ほ    け酬駁指導＝  L車l＝ LJ「iJ－． 教育1づ二、視聴宜教育  
い用二賃料1i軋［ ‖  人 ト 丁・賞f「う（倍音羊＝削除事務  

川指射幸   【ll村 道 徳 部「メ、】績「描、かl両、   

家庭科、技術・家庭科  

第   周偏導＝i        【叫 川 脾 卜 理什  

†を 
－、行  j†行導ミ’・車 世凛l■】i ≧去≡荒ミ定吉 研修指牒昔   川 村ほリリ細川二村、方酌科     H  

午年度前刑は次の5今′，の先牛んが、それぞ  

れの専門分野で研修を進めておられます。1  

＊社会科教育：什野好意教諭（本川小）   

研修題目：地域社会と外IElとのかかわりに   

宗刃・かせるための体験的な学習のイl‡りカ  

＊理科教育：板敷憲政教諭（五日市観汀小）   

研佗題口：群什、㌣習における地域素働のf11■   

用に関する研究  

＊数学科教育：寺内茂光教諭（二二利中）   

研修題目：中学校数±、揮1一課題学習での課題   

設定の在り方に関する研究  

＊美術科教育：lll口れヤ教諭（矢野中）   

研修題目：観察による表現力を高める指ヰ   

法の研究  

＊技術・家庭科教育：に菜康成教ぷ（人川中）   

研修過日：制御学習における．論押回路の指   

導法に関する研究  

＊離退任  

～♯作中はおせわになりました～  

蟻川り」次上之（五針市南小学校長へ）  

竹本建治指導辛事（南観昔小学校教諭へ）  

長子封＝尚徹指導主事（亀山中学校教諭へ）  

佐々木尚美指導主♯（矢野幼椎園kへ）  

来海容恭子主事（緑政課主車へ）  

温出家弘研修指導上i（退職）  

＊就 任  

～どうぞよろしく～  

囲政適リJ次長（市教委指導課から）  

井山祁朋旨導主事（竹烏シ」、学校か仁））  

東和十指導主事（上緑井幼稚園から）  

保本lト苗主さ声（市教委経理課から）  

ll旧年康教育相談員（前美鈴が丘高等学校長）  

片Il頂昭研修指導員（前中．鳥′」、学校長）  

（兼）は兼務  

題 字 広鳥市立回春寺中学校長 登  雄∴  

表紙絵 広鳥庸二、工毘沙門別、十校長 耐Il龍介  

～8特15分～  

厘l直l回回   

本年度最初の所報は、「【′トンニへの兢礎  

を養う教育」について特集しまtノた、、ま  

た、今回から「教育実践基礎講座」を連  

戟することにしましたこ）教有美践に役↓  

てていただければ幸いです．   


